第三回中央委員会の討論への中央常任委員会の結語（大要）

　二〇〇四年十月二十三日

三十四人の方が四十五回の発言をおこない、第三回中央委員会の中心テーマである二大政党づくりは青年に何をもたらすのか、それを打ちやぶり政治を変える展望がどこにあるのかを明らかにすることに正面から挑み、真剣に学び、交流した中央委員会の討論となりました。

　とくに、青年の要求・実態からみて、二大政党づくりの本質や日本共産党の議席がもつ値打ちをつかむこと、二大政党づくりが青年との矛盾をひろげざるをえないし、そのなかで要求を取り上げてたたかい、政治を変えられる展望を胸をはって語りひろげることのできる民青同盟のかけがえのない役割が討論されたことはたいへん大事だったと思います。山梨の宮内さんが、同盟員や青年の要求や実態と結んで、政治は変えられる展望を語れるようになろうと、決議案や報告をくりかえし学んだという発言にも学び、三中委にくりかえし立ち返って、政治を変える展望を学ぶことをよびかけます。

宮城の矢部さんは、一つひとつの疑問に向き合うことが二大政党づくりを打ちやぶるバネになるし、同盟員や青年の要求や実態をききながら綱領を学び、政治を変えようといえる組織をつくっていきたいと発言しました。三中委決議の議論で疑問や模索もでてくると思いますが、その一つひとつを、二大政党づくりのもとで政治を変える展望をつかみ、ひろげる民青同盟の役割をつかむチャンスととらえることが大切です。そして、深い確信をつかむために、日本共産党綱領や第三十一回全国大会決定、全国大会での不破さんの講演パンフの学習をすすめていくことを強調したいと思います。

報告では、「青年の切実な要求を実現したい、そのために自民党政治を変えたい」とがんばっている同盟員の思いにこたえる立場で、決議案の提起を前向きに受け止めてほしいと強調しました。この提起をうけて、要求あるところ民青同盟ありといえる活動、雇用や憲法のたたかい、学生分野の活動、同盟拡大と地区委員会の再建など、一つひとつの課題が、「いろいろなことができていなかったからやろう」ということでなく、青年・学生の実態と要求にこたえ、二大政党づくりを打ち破っていく力をつける前向きの提起として受け止められました。大阪の能勢さんは、平和のためにがんばりたいと加盟したけれども、展望を見失って元気をなくしていた高校生たちが学んで元気になった経験と結んで、三中委決議を学ぶことの大切さを話していました。雇用や平和、充実した学生生活など、同盟員の前向きな思いを信頼して、三中委を学び、議論することで、政治を変える展望をつかみ、活動を大いにひろげる力にしてほしいと思います。

　特に学生分野は、東京の吉岡さんが発言されていたように、いま大学で何が起こっているのか、学生がどんな現実に直面し、何を願っているのかをよく聞き、つかみ、それにこたえる活動をすすめることが大切です。民青同盟でがんばりたい思いをもちながら、進路や就職など学生生活に悩み模索している同盟員に、三中委決議で励まし、いっしょに学園での活動に足を踏み出していってほしいと思います。

同盟拡大では、青年の身近なところに、要求にこたえ、政治を変える展望を知らせることができる民青同盟をつくってこそ、二大政党づくりをうちやぶれることを正面から受け止め、目標と計画をもって取り組むこと、そして、決議案の四章で述べているように、民青同盟の三つの魅力、①要求実現のために力を合わせられる、②政治を変える展望を学びつかめる、③人間的成長とあたたかい人間関係を大切にしていることを語って、仲間に迎えることが大切です。広島の大平さんは、今大会期、昨年を上回る仲間をむかえ、三つの学生班をはじめ新しく五つの班をつくったことを発言しました。繰り返し拡大の議論をおこない、目標を決めて独自の努力を行ってきたこと、班では自分たちの活動を振り返るなかで、決議案に書かれている三つの魅力が語りあわれ、自信を持って民青同盟の魅力を語れるようになり仲間を迎えていることを紹介しました。この発言に学んで、仲間を迎える努力をいっそうつよめ、三中委決議を力に、今月から同盟拡大で前進をかちとりましょう。

私たちがすすめようとしている活動の一つひとつは、ゆきづまった日本社会を転換し、将来への希望をひろげていく歴史的な事業です。私たちの側にこそ歴史の本流があるし、青年の願いがかなう新しい日本社会への展望があります。このことに確信をもって、三中委決議の討議・実践の先頭に立って奮闘することを誓い合い、討論のまとめとします。
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